
C O N T E N T S

NICU・PICUで活躍する 
臨床工学技士になろう
編集責任：松井　晃，相嶋一登

巻頭言  　●671
松井　晃

Ⅰ　臨床工学技士の活躍が求められている新生児・小児医療
臨床工学技士が新生児・小児医療にかかわることの意義とは  　●673
松井　晃

新生児・小児医療への臨床工学技士のかかわりの実態と課題 
─今後必要とされる人材とキャリア設計とは─  　●681
平山　隆浩

Ⅱ　知っておくと役立つ新生児・小児の解剖生理のポイント
新生児・小児の呼吸器学  　●689
伊東幸恵，祝原賢幸ほか

新生児・小児の循環器学  　●698
伊藤朋晃

新生児・小児の腎機能  　●707
加藤有一

Ⅲ　NICU・PICUで活躍する臨床工学技士はどんなことをやっているの？
呼吸療法  　●713
森田将基

補助循環  　●724
梅津昭宏ほか

血液浄化療法  　●735
三春摩弥

在宅医療  　●743
小瀧崇行
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